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(57)【要約】
　本発明は、泡立てチャンバーと、泡立てチャンバーに
導入される吸引部と、泡立てチャンバーから導出される
排出部とを含む、ミルクの泡立て装置に関する。該泡立
てチャンバーと、吸引部と、排出部とは、ミルクが吸引
部により吸入され、泡立てチャンバー内に導入され、泡
立てチャンバー内において、該泡立てチャンバー内に導
入された気体及び／または蒸気、特に、空気及び／また
は水蒸気が、ミルクと共に泡立てられ、泡立てで得られ
たミルクと泡の混合体が、排出部を通じて泡立てチャン
バーから排出されるように、実現されている。本発明は
、吸入されたミルクと、得られたミルクと泡の混合体と
が、循環して導かれるように、泡立てチャンバーと、吸
引部と、排出部とが一体化され、配置されることを特徴
としている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　泡立てチャンバー（１）と、
　該泡立てチャンバーに導入される吸引部（２）と、
　該泡立てチャンバーから導出される排出部（３）と、
を含むミルク泡立て装置であって、
　該泡立てチャンバーと、該吸引部と、該排出部とが、ミルク（Ｍ）が該吸引部を介して
吸引され、該泡立てチャンバーに導かれ、該泡立てチャンバーにおいて、該泡立てチャン
バーに供給されるガス及び／または蒸気（Ｄ）、特に、空気及び／または水蒸気で泡立て
られ、泡立てにより得られるミルクと泡との混合体（ＭＳ）が、該排出部を介して該泡立
てチャンバーから排出されるように構成され、
　該泡立てチャンバー（１）と、該吸引部（２）と、該排出部（３）とが、吸引された該
ミルク（Ｍ）と生成された該ミルクと泡との混合体（ＭＳ）とが、循環状態で導かれ得る
ように、構成され配置されることを特徴とする、ミルク泡立て装置。
【請求項２】
　前記泡立てチャンバー（１）と、前記吸引部（２）と、前記排出部（３）とが、ミルク
が該吸引部により容器（４）から吸引され、泡立てによりこのミルクから得られるミルク
と泡の混合体が、該排出部により、まさにこの容器（４）に排出されるように、構成され
配置されること、
　及び／または、
　前記泡立てチャンバー（１）と、前記吸引部（２）と、前記排出部（３）とが、ミルク
及び／またはミルクと泡（Ｍ、ＭＳ）の同一量が、これらのユニット（１～３）を介して
、何度も循環され得るように、構成され配置されること、
を特徴とする請求項１に記載のミルク泡立て装置。
【請求項３】
　前記泡立てチャンバー（１）と、前記吸引部（２）と、及び／または前記排出部（３）
とが、ミルクが、差圧を用いることにより、前記吸引部を介して前記泡立てチャンバーに
吸引され、そこで泡立てられ、前記排出部を介して排出され得るように、構成され配置さ
れること、
　及び／または、
　供給ポンプが、前記吸引部を介してミルクを吸引し、前記泡立てチャンバー内にミルク
を供給し、前記排出部を介してミルクと泡の混合体を排出するために、前記泡立てチャン
バー（１）と、前記吸引部（２）と、及び／または、前記排出部（３）とが一体化され、
及び／または接続されて、構成され、該供給ポンプが、好ましくは、前記泡立てチャンバ
ー内に、前記ガス及び／または蒸気（Ｄ）をも供給するために構成されること、
を特徴とする請求項１または２に記載のミルク泡立て装置。
【請求項４】
　前記排出部（３）の長さが、前記泡立てチャンバー（１）から離れたその端部（３ａ）
、すなわち、その注入口が、外部容器（４）において、前記ミルク（Ｍ）の液面より下方
に配置可能であり、または、配置されるように選択されること、
を特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載のミルク泡立て装置。
【請求項５】
　前記泡立てチャンバー内にガス及び／または蒸気（Ｄ）を供給するための前記泡立てチ
ャンバーへ導入される導入部（５）を特徴とし、前記泡立てチャンバー（１）と、前記吸
入部（２）と、前記排出部（３）と、前記導入部（５）の、少なくとも一部が、ベンチュ
リーノズル（６）として構成され、
　前記泡立てチャンバーが、このベンチュリーノズル（６）に、及び／または、このベン
チュリーノズルの断面先細り部分（７）として構成され、前記導入部（５）及び／または
前記吸引部（２）が、この断面先細り部分（７）に開口すること、
を特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載のミルク泡立て装置。
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【請求項６】
　前記導入部（５）、前記吸引部（２）、及び前記排出部（３）が、分岐管（８０）を介
して共に接続可能であり、または接続され、あるいは、共に接続されたこれらのエレメン
ト（５、２、３）の端部が、分岐管（８０）として構成され、好ましくは、該分岐管（８
０）が、前記ベンチュリーノズル（６）または前記ベンチュリーノズルの一部を構成し、
または含むこと、
を特徴とする請求項５に記載のミルク泡立て装置。
【請求項７】
　前記断面先細り部（７）、及び／または、前記導入部（５）、前記吸引部（２）、及び
／または前記排出部（３）における断面に関して変化し得る（８１）前記ベンチュリーノ
ズル（６）、
を特徴とする請求項５または６に記載のミルク泡立て装置。
【請求項８】
　好ましくは前記泡立てチャンバー（１）、前記吸引部（２）または前記排出部（３）の
中の配置により、吸引されるミルク（Ｍ）、及び／または、排出されるミルクと泡の混合
体（ＭＳ）の温度を検出するために配置され構成される、温度センサー（５０）、
及び、
　該温度センサーに接続され、前記泡立てチャンバー（１）に供給される前記ガス及び／
または蒸気の量及び／または供給速度を、検出された温度または規定された温度上昇に応
じて調整可能である、電子制御ユニット（８）、
を特徴とする請求項１から７のいずれか１項に記載のミルク泡立て装置。
【請求項９】
　ミルクの泡立て時間間隔が、所定の泡立て用のミルク量、特に、請求項２に記載の容器
（４）へ注ぐことが可能な、及び／または注がれるミルク量に応じて制御され得るように
構成された電子制御ユニット（８）、
及び／または、
　所定の泡立て用のミルク量、特に、請求項２に記載の容器（４）へ注ぐことが可能な、
及び／または注がれるミルク量の、所定の、好ましくは調整可能な泡立て程度が達成され
た際に、ミルクの泡立てが終了し、該泡立て程度が、既に泡立てられたミルクの所定の泡
立て用のミルク量に対する質量比に対応するように構成された電子制御ユニット（８）、
を特徴とする請求項１から８のいずれか１項に記載のミルク泡立て装置。
【請求項１０】
　該ミルク泡立て装置が、ライザ管装置、特に、コーヒー及び／または紅茶を提供するラ
イザ管装置（１３）に接続するアダプター（１２）として構成され、及び／または、液体
蒸気（Ｄ）、特に水蒸気が、高圧により、該ライザ管装置のライザ管部位（１０）を通じ
て、該ライザ管装置の液体容器（９）から押し出され、ミルク（Ｍ）を泡立てるために、
該ミルク泡立て装置の前記泡立てチャンバー（１）に供給可能なように構成されるアダプ
ター（１２）を含むこと、
を特徴とする請求項１から９のいずれか１項に記載のミルク泡立て装置。
【請求項１１】
　該ミルク泡立て装置が、電気コーヒーメーカー（１７）のスチームノズル（１６）に接
続するアダプター（１５）として構成され、及び／または、該スチームノズル（１６）か
ら排出される蒸気（Ｄ）が、ミルクを泡立てるために、該ミルク泡立て装置の前記泡立て
チャンバー（１）に供給可能なように構成されるアダプター（１５）を含むこと、
を特徴とする請求項１から１０のいずれか１項に記載のミルク泡立て装置。
【請求項１２】
　ライザ管装置（１４）、特に、電気的及び電気機械的コンポーネントなしで構成される
ライザ管装置であって、
　液体（Ｆ）、特に水が、外部（Ｈ）または一体型加熱源により加熱可能である液体容器
（９）と、
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　下端（１０ｕ）が前記液体容器（９）に開口し、前記液体コンテナにおける前記液体（
Ｆ）の加熱により生じる液体蒸気（Ｄ）、特に水蒸気が、高圧により、該ライザ管部位の
前記下端を通じて前記ライザ管部位の中を押し上げられ得るように構成されて配置される
ライザ管部位（１０）と、
を含み、
　請求項１から１１のいずれか１項に記載の泡立て装置と、該ライザ管部位（１０）と、
及び／または、その上端（１０ｏ）とが、前記液体蒸気（Ｄ）が、ミルクを泡立てるため
に、それらによって前記ミルク泡立て装置の前記泡立てチャンバー（１）に押し上げられ
得るように構成されて配置され、
　前記ミルク泡立て装置が、好ましくは請求項４に従って、前記ライザ管部位（１０）及
び／またはその上端（１０ｏ）が、前記ミルク泡立て装置の前記導入部（５）の少なくと
も一部を形成するように構成されること、
を特徴とするライザ管装置。
【請求項１３】
　前記液体蒸気（Ｄ）が、前記液体容器（９）において、所定の最小高圧、特に、0.2か
ら4バール、好ましくは0.5から1.5バールの範囲の最小高圧のみから、前記ライザ管部位
の前記下端（１０ｕ）を通じて前記ライザ管部位内を押し上げられ、
　前記ミルク泡立て装置及びその一部、及び／または、該ライザ管装置（１０）及びその
一部が、好ましくはこの目的のために昇降エレメントを含み、及び／または、昇降エレメ
ント（１１）として構成されること、
を特徴とする請求項１２に記載のライザ管装置（１４）。
【請求項１４】
　前記ミルク泡立て装置が、請求項２により構成され、前記容器（４）が、前記液体容器
（９）に接続され、好ましくは、気密状態で接続され及び／またはねじ込まれ、及び／ま
たは前記液体容器（９）の上に配置され得る容器（４ａ、４ｂ）であること、
を特徴とする請求項１２または１３に記載のライザ管装置（１４）。
【請求項１５】
　一体化されたミルク泡立て装置を備え、該ミルク泡立て装置が、請求項１から１１のい
ずれか１項に記載のミルク泡立て装置により構成される、自動コーヒーメーカー。
【請求項１６】
　請求項１から１１のいずれか１項に記載の一体型ミルク泡立て装置を用いたミルク（Ｍ
）の泡立て方法であって、
前記ミルクが、前記吸入部（２）を介して吸入され、前記泡立てチャンバー（１）に導入
され、その中で、前記泡立てチャンバーに供給されるガス及び／または蒸気、特に、空気
及び／または水蒸気と共に泡立てられ、該泡立てから得られるミルクと泡の混合体（ＭＳ
）が、前記排出部（３）を介して、前記泡立てチャンバーから排出され、
吸引される前記ミルクと、排出される前記ミルクと泡の混合体とが、前記吸引部（２）と
、前記泡立てチャンバー（１）と、前記排出部（３）とを通じて、循環して導かれること
、
を特徴とするミルクの泡立て方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１の前文に記載の、供給されるガス及び／または蒸気（空気及び／ま
たは水蒸気）によりミルクを泡立てるための、ミルクの泡立て装置に関する。さらに本発
明は、そのようなミルク泡立て装置を含む、ライザ管装置と（特にエスプレッソメーカー
と）、全自動コーヒーメーカーと、対応するミルクの泡立て方法とに関する。本発明によ
るミルクの泡立て装置は、特に、市販のライザ管装置に接続するアダプターとして、また
は、電気式コーヒーメーカー（特にいわゆる半自動コーヒーメーカー）のスチームノズル
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に接続するアダプターとしても構成可能である。
【背景技術】
【０００２】
　ミルクの泡を作る様々な装置が、従来技術で既に知られている。ある種類の装置は、機
械的動作によって、または、機械的エネルギーをミルクに導入する（機械的に動作する泡
立てヘッドをミルクに浸す）ことによってのみ機能する。半自動の装置の場合は、装置で
発生された蒸気を、外部容器に入れられた温かいミルクに導入することも知られている。
そして、蒸気がミルクの底部から上に向かって上昇し、その結果、ミルクの加熱と泡立て
とが、同時に行われる（加熱エネルギーのミルクへの導入）。さらに、選択された飲み物
に応じて、（ボタンを押すことによって）付加的にミルクの泡をも生じるミルク泡立て装
置が知られている。ここで、泡立ては、吸引されるミルクが、第一の分離容器（例えば、
ミルクを含むテトラパック）から吸引され、装置で泡立てられ、第二の外部容器（カップ
またはグラス）に分配される、いわゆる泡立て器で行われる。
【０００３】
　しかしながら、従来技術で知られるミルク泡立て器またはミルク泡立て装置は、以下の
欠点の少なくとも一つを有している。
－ミルクの泡の品質が、再現し難い。
－ミルクの泡の生成は、非常に時間を要する。
－汚れのないミルクの泡の生成は、困難である（特に、これは、外部容器に注がれたミル
クへの蒸気の導入に当てはまる。扱いが最適ではない場合、この容器からのミルクの飛散
及び／またはミルクの泡の飛び出しが、しばしば生じる）。及び／または、
－ミルクの泡立ちの程度（すなわち、ミルクの泡に変換されたミルクの比率）の再現が困
難であり、及び／または、比較的狭い範囲でのみ、調整が可能である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従って、本発明の目的は、簡単で、信頼性高く、再現性が高く、質的に高い品質のミル
クの泡が生成可能で、ミルクの泡立ちの程度が、広い範囲で再現性高く変化可能な、ミル
ク泡立て装置を利用可能とすることである。さらに、本目的は、対応するミルク泡立て装
置と、対応する泡立て方法とが備えられた、ライザ管装置及び／または全自動コーヒーメ
ーカーを利用可能とすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　この目的は、請求項１に記載の本発明によるミルク泡立て装置と、請求項１２に記載の
本発明によるライザ管装置と、請求項１５に記載の本発明の全自動コーヒーメーカーと、
請求項１６に記載の本発明の発泡方法と、により、達成される。有利な実施形態のバリエ
ーションは、それぞれ従属項により推定可能である。特に、本発明によるミルク泡立て装
置は、半自動コーヒーメーカーのスチームノズルに接続する、または、市販のライザ管装
置（外部加熱エスプレッソメーカー）へ接続する、アダプターとして構成されてもよい。
【０００６】
　以降、本発明は、まず概要が説明され、続いて、複数の実施形態を参照して説明される
。ここで、例として示される本発明の各実施形態における特徴は、実施形態で示される組
み合わせにおいて、厳密に組み合わせてもたらされる必要はなく、特許請求項により規定
される保護権利の範囲内において、他の組み合わせにおいても、組み合わせてもたらされ
てもよい。特に、例として与えられる実施形態に示される特徴の一部は、省略されてもよ
く、さもなければ、さらに示される特徴と組み合わされてもよい。
【０００７】
　特に明記しない限り、ライザ管装置またはライザ管原理に従う装置を備えた本発明の範
囲内で、外部または内部加熱装置は、ライザ管部位またはライザ管開が開口する液体容器
を含むものと理解されたい。これにより、導入は、加熱された液体又は液体蒸気が（液体
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容器における高圧の生成後に）、ライザ管部位を通じて液体容器から押し上げられ、排出
または再利用され得るように行われる。このようなライザ管装置の構造及び動作原理は、
一般的に当業者に知られている。
【０００８】
　その結果、特に明記しない限り、本発明により構成されるライザ管装置、及び／または
、例えばアダプターとして構成される本発明によるミルク泡立て装置と共に使用可能なラ
イザ管装置は、ライザ管部位またはライザ管の下端が、液体容器の上部領域において、す
なわち、液体容器が一杯に満たされる際の液面より上で終端するように構成される。従っ
て、高圧生成後（液体容器での液体の加熱）には、ライザ管を通じての液体の上昇は生じ
ず、液面の上に生成された液体蒸気のみが、ライザ管を通じて押し上げられる。従って、
本発明によれば、特に明記しない限り、液体蒸気（水蒸気）のみが、ライザ管を通じて押
し上げられ、（以降により詳細に説明するように）本発明により用いられる。最も簡単な
ケースでは、これは、液体容器の内底部からのライザ管の下端の十分な空間を維持するこ
とによって、達成可能である。
【０００９】
　さらに、（以降に説明する実施形態においてより明確になるように）本発明によるライ
ザ管装置は、市販されるライザ管装置（特に、エスプレッソメーカー）に存在する個別部
品を全て含む必要はない。特に、上部容器（市販のライザ管装置の場合に、ライザ管を通
じて上昇した加熱コーヒーが流入する）は、省略可能である。同様に、上部及び下部の貫
流フィルター及びコーヒーパウダーの収容容器も、省略可能である。しかしながら、コー
ヒーの生成とミルクの泡立ちの双方に用いることが可能なように（例えば、多数の交換可
能な部品の提供により）構成される本発明によるライザ管装置を排除するわけではない。
【００１０】
　本発明の基本的なアイデアは、ミルクを吸引し、供給されるガス及び／または蒸気（空
気及び／または水蒸気）により吸引したミルクを泡立て、ミルクと泡立てから得られるミ
ルクの泡（以降、ミルク－泡混合体またはより簡潔にミルクの泡と簡略表記する）を排出
し、その結果、吸引されるミルクと、排出されるミルク泡混合体とが、循環状態で導かれ
、または、導かれ得る。特に、ミルク及び／またはミルクの泡のこのような循環（本発明
のミルク泡立て装置が、従って循環方式により作動）は、シングルチャンバーシステムの
範囲内で、すなわち、吸引するミルクと排出するミルクの泡の保持を同一の容器を用いて
、行われ得る。
【００１１】
　ミルクの吸引は、ベンチュリーの原理に従う本発明により、有利に行われ得るが、基本
的に、ミルク及び／またはミルクの泡の吸引、泡立て、及び排出に一つ以上の搬送管を利
用することも考えられる。ここで、吸引、泡立て、及び排出を含む循環は、操作者に所望
されるミルクの泡のパーセンテージ（最大で100%の泡立て程度、すなわち、存在する全て
のミルクがミルクの泡に変換されるまで）が達成されるまで継続され得る。従って、ミル
クとミルクの泡との混合体は、本発明によるミルクの泡立て装置を用いて、所望の泡立て
程度が達成されるまで、何度も頻繁に行われ得る。
【００１２】
　言い換えれば、本発明による循環方式の提供は、ミルクの泡にまだ変換されていないミ
ルクが、何度も吸引され、泡立てられ、排出されることを意味する。このことは、全く同
一の容器が用いられる場合（シングルチャンバーシステム）、貯蔵チャンバー（ミルク用
）と、排出チャンバー（ミルクの泡用）とが、同一であることを意味する。
【００１３】
　以降に詳述するように、本発明が、電気的及び／または電機機械的コンポーネントを用
いることなく、例えばライザ管装置で使用可能であるように、本発明の範囲内で、外部加
熱源が用いられてもよい。これに代わり、ライザ管装置は、液体容器内の液体を加熱する
ための電気的加熱源を備えてもよい。
【００１４】
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　本発明によれば、特に、ミルクが完全に泡立てられた場合、所定の泡立て程度に達した
場合、及び／または（導入されたミルク量に応じた）所定のプロセス時間間隔に達した場
合に、泡立てプロセスを停止する、電子制御装置の一体化も可能である。この目的のため
に、単なる時間制御（所定の時間間隔後、例えば、5から10秒後に泡立てが終了）が行わ
れてもよい。例えば、吸引部内に、光学センサーが配置されてもよく、これを用いて、吸
引プロセスの開始が、光学センサーが貫流するミルクによって覆われる時点を検出するこ
と（これは、上述した時間間隔の開始と判定される）により、検出されてもよい。あるい
は、異なる方法により、所定の泡立て程度が検出されてもよい。例えば、吸引部における
上述したセンサーまたはフォトセルにより、液体と空気と泡の混合体との間の区別、また
は、吸引した混合体における様々な液体の比率の区別を、光学的方法により行ってもよい
。容器内の液面が、（例えば光学的方法、例えばフォトセルにより）測定されてもよく、
容器内の液面は、泡立ての程度の増加で上昇する。同様に、聴覚的計測も考えられる（泡
立ての程度の増加で変化する吸引ノイズの評価）。上述した制御方法は、組み合わせて用
いられてもよく、これに代わり、または上述した制御方法と併せて、画像処理手法が同様
に用いられてもよい（例えばCCDセンサーまたはCMOSセンサーを用いた、容器及び／また
は吸引部における、ミルクの泡立て計測の光学的検出と評価）。
【００１５】
　本発明によれば、ミルク泡立て装置に温度センサーを提供することができる。温度セン
サーは、本発明によるミルク泡立て装置のベンチュリーノズルの、例えば吸入口、断面先
細り部分、または排出口に配置されてもよく、これにより、ミルク及びミルクと泡の混合
体の温度が検出可能であり、検出された温度に基づいて、ベンチュリーノズルの泡立てチ
ャンバーへのガス及び／または蒸気の供給が制御されてもよい。
【００１６】
　本発明によるミルク泡立て装置は、泡立てチャンバーと、泡立てチャンバーに導入され
る吸引部と、泡立てチャンバーから導出される排出部とを含む。泡立てチャンバーと、吸
引部と、排出部とは、ミルクが吸引部を介して吸引され、泡立てチャンバーに導かれるよ
うに構成される。続いて、ミルクは、泡立てチャンバーにおいて、ガス及び／または蒸気
（特に、空気及び／または水蒸気の形態）で泡立てられる。泡立てにより得られるミルク
と泡の混合体は、排出部を介して、泡立てチャンバーから排出される。泡立てチャンバー
と、吸引部と、排出部は、泡立てチャンバーに吸引されるミルク（または、循環が一度行
われた場合は、吸引される、ミルクとミルクの泡の混合体）と泡立てチャンバーから排出
されるミルクと泡の混合体とが、循環して導かれ得るように、構成され、形成され、配置
される。
【００１７】
　ミルク泡立て装置の前述したコンポーネントの構成及び配置は、同一の容器が、ミルク
またはミルクとミルクの泡の混合体の吸引と、泡立ての結果得られる混合体の排出とに用
いられるように、行われることが好ましい。従って、泡立てチャンバーと、吸引部と、排
出部とは、ミルク及び／またはミルクの泡の同一量が、これらのユニットを介して、何度
も循環され得るように、構成され配置される。
【００１８】
　ここで、排出部の長さは、泡立てチャンバー１から離れたその端部（排出部の排出口）
が、ミルクの液面より下方に、すなわち、例えば容器の底部付近に配置可能であるように
設計されることが有利である。このような容器におけるミルク表面の下方への排出部の延
長は、しぶき及び粗い泡の形成が回避できる、という利点を有する。
【００１９】
　ミルクは、差圧を利用して、吸引部を介して、泡立てチャンバーに吸引され、そこで泡
立てられ、排出部を介して排出され、または、循環に供給される。この目的のために、特
に、泡立てチャンバーに導入されるさらなる吸入部（以降、導入部）が備えられてもよく
、これを用いて、ガス及び／または蒸気が、泡立てチャンバー内に導かれ、続いて、泡立
てチャンバーと、吸引部と、排出部と、導入部とが、好ましくはベンチュリーノズルの形
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態で構成される。これにより、泡立てチャンバーは、ベンチュリーノズルの、及び／また
は、導入部及び排出部から成る貫流エレメントの断面先細り部分を構成することができ、
吸引部は、この断面先細り部分に開口する（ベンチュリーノズルの原理は、一般に当業者
に知られている。ベンチュリーノズルの先細り部分により、導入部を通って流れるガス及
び／または蒸気は、断面先細り部分に配置される吸引部を介してミルクを取り込み、その
結果、ミルクの泡立てが、断面先細り部分の領域、または泡立てチャンバーで行われ、そ
のようにして生成された混合体が、排出部を介して排出される）。
【００２０】
　これに代わり、吸引部を介してミルクを吸引し、それを泡立てチャンバー内に供給し、
排出部を介してミルクと泡の混合体を排出するための、少なくとも一つの供給ポンプを備
えてもよい。これにより、供給ポンプは、泡立てチャンバー内へのガス及び／または蒸気
の供給を、有利に行う。
【００２１】
　好ましくはスチームノズルを備えた半自動コーヒーメーカー、またはスチーム及び空気
供給部を備えた全自動コーヒーメーカーの範囲内で実現される、本発明によるさらなる実
施形態では、導入部と、吸引部と、排出部とが、分岐管を介して互いに接続される。本発
明により、ベンチュリーの原理が実現される場合、分岐管はベンチュリーノズル、その一
部、ベンチュリーノズルの断面先細り部分、またはその一部を構成してもよい。
【００２２】
　ベンチュリーノズルの原理に基づくさらなる有利な実施形態では、吸引部、またはベン
チュリーノズル、及び／またはベンチュリーノズルの断面先細り部分は、（例えば、吸引
部または断面先細り部分における断面を変化する伸縮式ピストンに基づいて）断面に関し
て変化してもよい。
【００２３】
　さらなる有利なバリエーションでは、ミルク泡立て装置は、（ホットドリンク、特にコ
ーヒーを提供する）市販のライザ管装置への接続に適するアダプターとして構成されても
よい。そして、ミルク泡立て装置の個々のコンポーネントは、（液体容器内での高圧生成
後に生じる）液体蒸気が、ライザ管装置のライザ管部位を通じて押し出され、ミルク泡立
て装置の泡立てチャンバー内に導入され得るように、ライザ管装置に適用される。ここで
、高圧で運ばれる蒸気は、泡立てチャンバーにおいて、ミルクの泡立てに利用可能である
。
【００２４】
　同様に、ミルク泡立て装置を、電気式コーヒーメーカー（半自動コーヒーメーカー）の
スチームノズルに接続するアダプターとして構成してもよい。ここで、ミルク泡立て装置
の個々のコンポーネントは、例えばミルク泡立て装置の導入部が、スチームノズルにしっ
かりと取り付けられるように、実現される。そして、スチームノズルから流出するスチー
ムは、ミルク泡立て装置の泡立てチャンバー内に導かれ、ミルクの泡立てに用いることが
できる。
【００２５】
　本発明によるミルク泡立て装置を含む本発明によるライザ管装置は、特に、電気的及び
電気機械的コンポーネントなしで構成されるライザ管装置に関する。該ライザ管装置は、
液体（水）が加熱源により加熱可能な液体容器を含む。この加熱源は、外部加熱源（例え
ば、ライザ管装置が置かれる電気またはガスレンジ）が好ましいが、これに代わり、ライ
ザ管装置に一体化された内部加熱源（例えば、電気湯沸し原理による加熱コイル）が液体
の加熱に備えられてもよい。さらに、ライザ管装置は、液体容器内の液体の加熱により生
じる液体蒸気（水蒸気）が、加熱により液体容器において生成される高圧により、ライザ
管部位を通じて上に運ばれるように構成され配置される、ライザ管部位を有する。この目
的のために、液体容器に開口するライザ管部位の下端は、仮に液体容器が完全に満たされ
た場合でも、液体容器における液面よりも上方に位置するように、液体容器に配置されて
もよい。この場合、下端は、高圧により生じる、ライザ管部位を通じた液体の上昇を防ぐ
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ように、すなわち、ライザ管部位を通じた蒸気の上昇のみが可能であるように、配置され
る。
【００２６】
　そして、ライザ管部位またはその上端は、それにより、上昇する液体蒸気が、ライザ管
装置と一体化されたミルク泡立て装置の泡立てチャンバーに押し出され、従ってミルクの
泡立てが可能であるように構成され、配置される。この目的のために、ライザ管部位また
はその上端は、ミルク泡立て装置の上述した導入部の少なくとも一部として構成されても
よい。
【００２７】
　本発明によるライザ管装置は、液体蒸気が、液体容器における所定の最小高圧（好まし
くは、0.2から4バールの範囲、特に好ましくは、0.5から1.5バールの範囲）からのみ、ラ
イザ管部位を通じて上昇可能であるように構成されることが好ましい。以降に詳述するよ
うに、これは、例えば昇降エレメントを用いることで実現可能である。
【００２８】
　さらなる有利な実施形態のバリエーションでは、ライザ管装置は、液体容器に接続され
る（好ましくは、気密状態で接続され、及び／またはねじ込まれる）上部容器を有し、こ
の容器が、ミルクが吸引され、ミルクの泡立てから得られるミルクと泡の混合体が排出さ
れ得る容器として構成される。
【００２９】
　同様に、本発明によるミルク泡立て装置を、全自動コーヒーメーカー内で、吸引される
ミルクと、排出されるミルクと泡の混合体とが、循環して導かれ得るように、全自動コー
ヒーメーカーに一体化することも考えられる。この目的のために、対応する循環誘導を可
能とする適切なミルク貯蔵容器が、全自動コーヒーメーカー内に構成されてもよい。
【００３０】
　本発明は、以降、実施形態を参照して説明される。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明による基本的な循環原理を示す。
【図２】本発明によるミルク泡立て装置を一体化する、本発明によるライザ管装置を示す
。
【図３】本発明によるミルク泡立て装置を一体化する、本発明によるさらなるライザ管装
置を示す。
【図４】ライザ管装置に接続するアダプターとして構成される、本発明によるミルク泡立
て装置を示す。
【図５】ライザ管装置に接続するアダプターとして構成される、本発明によるさらなるミ
ルク泡立て装置を示す。
【図６】電気式コーヒーメーカーのスチームノズルに接続するアダプターとして構成され
る、本発明によるミルク泡立て装置を示す。
【図７】本発明によるミルク泡立て装置が部分的に接続される、蒸気及び空気供給部を備
える全自動コーヒーメーカーを示す。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　図１は、泡立てチャンバー１と、この泡立てチャンバーへ導入される吸引部２と、この
泡立てチャンバーから導出される排出部３とを有する、本発明のミルク泡立て装置を示す
。独立した圧力管ｄを介して、水蒸気Ｄが、高圧下で、泡立て装置１の内部に供給され得
る。エレメント１、２、３、ｄは、ここではベンチュリーノズルとして構成され、圧力管
ｄは、ベンチュリーノズルの吸引口を形成し、排出部３はベンチュリーノズルの排出口を
形成し、吸引部２はベンチュリーノズルの移動管、または吸入管を形成する。泡立てチャ
ンバー１は、圧力管ｄから排出部３に向かう導管の断面先細り部に対応し、この断面先細
り部における吸引部２は、この導管に、すなわち泡立てチャンバーに導入される。流れ方
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向において、泡立てチャンバー１の前方で循環に導入される空気吸引部１８（通常一端で
吸引部２に開口し、その多端は、空気Ｌを吸入するために、容器４で予期される最大液面
より上方に配置される、以降参照）も同様に有利に存在するが、ここでは不図示である。
【００３３】
　圧力下で蒸気Ｄが圧力管ｄを通って泡立てチャンバー１内に押し入れられると、ベンチ
ュリーノズルは、当業者に知られたベンチュリーの原理に従い、吸引部２によって容器４
からミルクＭを吸引し、このミルクを供給された蒸気Ｄにより泡立てチャンバー１内で泡
立て、得られたミルクと泡の混合体ＭＳを、排出部３を介して排出する。従って、容器４
と、吸引部２と、排出部３とは、この容器４からのミルクＭの吸引と、この容器へのミル
クと泡の混合体ＭＳの排出の双方が行われるように構成され、配置される。この目的のた
めに、泡立てチャンバーから離れて配置される、吸引部２の吸引端部２ａは、容器４にお
ける所定の液面に対して観察された際に、この液面の下方に配置されると共に、ミルクと
泡の混合体ＭＳを排出し、泡立てチャンバーから離れて配置される、排出部３の端部３ａ
は、液面の上方に配置される。垂直方向に観察した場合、これらの二つの端部２ａ、３ａ
は、従って互いに間隔を置いて配置され、吸引部２の吸引端部２ａは、容器４の内底部の
領域に配置されるが、内底部からはある距離を置いている。これに代わって、二つの端部
２ａ、３ａを、所定の液面の下方の容器４の内底部の領域において、同じ高さ位置（容器
４におけるミルクの最小高さ位置に対応）に配置することも考えられる。さらなる実施形
態（例えば、単純に手動で調整可能な高さ位置または高さの制御を介した、あるいは、電
気的制御を介する）では、容器４内での端部２ａの垂直位置は、すなわち、容器４の底部
と端部２ａとの間の間隔は、可変的に調整可能である。この吸引の高さの制御は、例えば
、泡立ての程度が可変的に調整可能であるという利点を有する。端部２ａが、容器４にお
いて液面Ｍの直下に配置されると、泡立ちの程度は、底部に近い端部２ａの配置よりも低
い。
【００３４】
　図１に対して述べた原理は、特に明記しない限り、以降のさらなる実施形態においてミ
ルク泡立て装置としての記載形態に組み込まれる。
【００３５】
　図２は、そのようなミルク泡立て装置を組み込み、電気的及び電気機械的コンポーネン
トなしで作動する、本発明によるライザ管装置１４を示す。
【００３６】
　ライザ管装置１４は、従来技術による市販のライザ管装置と同様に、まず、上部端に内
部が中空の外側ねじ部２０ａを備える液体容器９を含み、水Ｆが、そのキャビティ２０ｈ
を介して、液体容器９内に満たされる。この液体容器９は、耐熱性材料で作られ、外部加
熱源Ｈ（例えば電気式レンジ）上に配置され、外部加熱源により加熱可能である。市販の
ライザ管装置と全く同様に、本発明によるライザ管装置１４は、さらに、上述した外側ね
じ部２０ａに対応する内側ねじ部２０ｉを備え、外側ねじ部により、（下方の）液体容器
９の外側ねじ部に気密状態でねじ込み可能な、上部容器４ａを有する。外側ねじ部２０ａ
の上端に配置される、環状に広がるガスケット２１が、容器９の内部で圧力を高められる
ように、下方の液体容器９に対する上部容器４ａの連結の気密性を保証する。そして、安
全バルブ１９が、液体容器９の壁面に構成され、この安全バルブは、容器９内で、ここで
は所定の4バールから自動的に開き、従って、容器９内における高すぎる圧力に起因する
安全リスクを防ぐ。
【００３７】
　市販のライザ管装置とは対照的に、コーヒーが注がれる部位は装置１４には備えられず
、装置は、高圧の結果として上昇する液体による流れを受ける。代わりに、ライザ管部位
１０の下端１０ｕ（以降、簡略化のためライザ管１０とも呼ぶ）が、液体容器９の上部領
域において、外側ねじ部２０ａの下端の直下の液体容器内で終端する。加熱源Ｈ上に置か
れる液体容器９の内底部からのライザ管１０の下端１０ｕの間隔は、非常に大きく、液体
容器９を水Ｆでほぼ完全に満たしても、水面はこの端部１０ｕより下方である。
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【００３８】
　市販のライザ管装置と同様に、ライザ管１０の下端１０ｕは、液体容器９内に配置され
、ライザ管１０の上端１０ｏは、上部容器４ａ内に配置される。ライザ管１０は、容器９
の内部の上部領域から、ねじ部２０ａ、２０ｉ内と、上部容器４ａの底部を通って、その
内部に通じる。
【００３９】
　市販のライザ管装置とは対照的に、ライザ管１０の上部領域と、その上端１０ｏは、本
発明によるミルク泡立て装置の導入部５として構成される。ミルク泡立て装置は、ここで
は、ライザ管１０の上端へのアタッチメントとして配置される。
【００４０】
　泡立てチャンバー１と、吸引部２と、排出部３と、導入部５として構成されるライザ管
１０の上端部とが、以下のようにベンチュリーノズル６を形成する。吸引部２の第一の端
部が、上部容器４ａの内部の底部に近い領域に配置される。この端部は、ライザ管１０の
上部端１０ｏの上方と、容器４ａにおける所定の注入量（容器４ａにおける最大のミルク
またはミルクと泡の注入量に相当）の上方の、吸引部２の管部位２ａを介して、本発明に
よるミルク泡立て装置のベンチュリーノズルアタッチメント６に開口する。吸引部２のこ
の端部は、ベンチュリーノズル６の内部で、ベンチュリーノズルの断面先細り部分７の形
態のキャビティとして構成された泡立てチャンンバー１に開口する。水平で見て吸引部２
の吸引口とは反対にある泡立てチャンバー１の端部で、ベンチュリーノズルの内部断面は
、ベンチュリーノズルの原理に従って円錐状に拡大し、その結果、泡立てチャンバー１に
向かって配向される排出部３の端部を形成する。この端部は、短い下向きの屈曲部位が隣
接する排出部３の水平な管部位に開口し、その部位を介して、後述するように、排出部３
から上部容器または容器４ａへのミルクと泡の混合体ＭＳの排出が行われる。底部領域に
配置される、すなわち、上部容器４ａの注入量の下方に配置される吸引部２の吸引端部と
は反対に、排出部３の排出端部は、この注入量の上方に配置され、すなわち、垂直方向で
見た場合、吸引部２の吸引端部から間隔を置いて配置される。
【００４１】
　導入部５またはライザ管１０の上部は、下方から、上述した先細り部分７に開口し、す
なわち、泡立ちチャンバー１の内部に開口する。ベンチュリーノズルの原理に従って、導
入部５は、泡立ちチャンバーに開口する際に、円錐状に先細る。
【００４２】
　図示したライザ管装置１４の動作モードは、以下の通りである。まず、水Ｆが、液体容
器９の内部が中空の外側ねじ部２０ａを介して、すなわちキャビティ２０ｈを通じて、水
面がライザ管１０の下端１０ｕの位置の下方にあるように、液体容器９に注入される。続
いて、上部容器４ａ（その上に固定されたライザ管５、１０と、ライザ管に取り外し可能
に固定されたミルク泡立て装置１、２、３、６、７を備える）が、気密状態で、下方の液
体容器９にねじ込まれる。そして、上部容器４ａへのミルクＭの注入が行われる。続いて
、レンジＨ上で、水Ｆの加熱が行われる。その結果、蒸気圧雰囲気Ｄが、容器９における
液面の上方に生じる。液体容器９内で所定の高圧が達成された後（後述）、ライザ管の原
理に従って、水蒸気Ｄが、ライザ管１０の中を、すなわち、ミルク泡立て装置の導入部５
を通じて上昇する。
【００４３】
　その結果生じる水蒸気Ｄの導入部５と排出部３とを通じた流れは、ベンチュリーの原理
に従って、液体、すなわち、ミルクＭを、断面先細り部分により生じる静的な低圧に基づ
き、吸引部２を介して取り込む。吸引部２を介して吸引された、または取り込まれたミル
クＭは、上昇する水蒸気Ｄにより、泡立てチャンバー１またはベンチュリーノズル６の断
面先細り部分７において泡立てられ、ベンチュリーノズルの排出部３を介して、上部容器
４ａに、ミルクと泡の混合体ＭＳとして排出される。
【００４４】
　吸引部２と排出部３双方が、上部容器４に開口しているので、排出されたミルクと泡の
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混合体ＭＳは、吸引されるミルクＭと混合される。こうして、上述した循環が生じ、同一
量のミルクまたはミルクの泡が吸引可能であり、吸引部２を介した新たな吸引により、上
昇する水蒸気Ｄと混ぜ合わされて何度も泡立てられ、排出部３を介して排出される。
【００４５】
　図示されたライザ管装置１４は、このように、単一チャンバーシステムにおける循環原
理に従うミルク泡立て装置を備えた、外部加熱形のミルク泡立て器を示している。外部加
熱Ｈは、十分なエネルギーの供給で体積Ｄの蒸気が生じるように、量Ｆの水を加熱する。
容器９において十分な高圧を生じるために、二つの容器９と４ａとの間に気密性の連結２
１が形成されるだけでなく、まず、ミルク泡立て装置１、２、３、５、６及び７も、気密
状態で固定される必要がある。これは、機械式昇降エレメント１１として構成された、ミ
ルク泡立て装置により行われる。この目的のために、昇降エレメント１１は、ミルク泡立
て装置を下方に押すことによりまず手動でロック可能であり、液体容器９における所定の
最小高圧（ここでは、例えば1.0バール）でのみ解除され、その結果、昇降エレメント１
１またはミルク泡立て装置が圧力を受けて押し上げられる、（不図示の）留め金を有し、
その結果、水蒸気Ｄは導入部５と、泡立てチャンバー１と、排出部３とを通じて流れるこ
とができるようになり、こうして、ミルクが、吸引部２を介して吸引可能となる。こうし
て、圧力が昇降エレメント１１またはミルク泡立て装置のバイアス力を超えると、蒸気Ｄ
がライザ管１０、５を通じて泡立てチャンバー１内に上昇し、上述したベンチュリーの原
理に従い、上部容器４ａにあるミルクＭを、吸引部２を通じて吸引する。
【００４６】
　所望の及び／または最適なミルクＭの泡立てを確実にするために、空気吸引部１８が、
吸引部２の水平な管部位２ａの部分において、吸引部２に通じている。水平な管部位２ａ
から離れて位置する空気吸引部１８の端部１８ａ（空気吸引端部）は、容器４ａにおける
最大注入量でも空気Ｌの吸引が可能であるように、この水平な管部位２ａの上方に配置さ
れる。この空気吸引部１８を介して、ミルクＭに加えて、空気Ｌも、吸引部２に吸引可能
である。空気吸引部はベンチュリー効果による閉鎖後に、ミルクＭとミルクと泡の混合体
ＭＳとが吸引部２を介して吸引され、空気Ｌは空気吸引部１８を介して吸引されないよう
に、閉鎖可能に構成されてもよい。このことは、ミルクの急速な加熱を可能とするが、凝
縮された蒸気との混合による一種の“希釈効果”の可能性ももたらす。
【００４７】
　こうして、泡立てられたミルクＭＳの上部容器４ａへの供給が、順に行われる。ミルク
Ｍの吸引プロセスの開始時点で、上部容器４ａにある混合体は、例えば、最大100パーセ
ントまでのミルクから成る。ミルクＭ及びミルクの泡ＭＳの一定の再吸引２と、泡立て１
と、排出３の結果、上部容器４ａにおける液体ミルクＭのパーセンテージは常に低減する
。同時に、例えばユーザーにより自主的に終了可能なこのプロセスの最後に、上部容器４
ａの中身が、最大100パーセントまでのミルクの泡ＭＳから成るように、ミルクの泡ＭＳ
の割合が増加する。
【００４８】
　これに代わり、装置１４を、上述した循環による液体ミルクのミルクの泡への変換が、
所定の時間間隔後に自動的に終了するようにデザインすることも可能である。この目的の
ために、例えばプロセス間隔の選択が可能なタイマーが、装置１４に統合されてもよく、
上述した昇降エレメント１１の留め金の解除によりスタートしてもよい。また同様に、装
置１４を、上述した循環が、所定の泡立ち程度に達した後に、自動的に停止するように構
成することもできる。
【００４９】
　泡立てプロセスに必要な液体容器９内での最小高圧（吸気圧）の発生を可能とするため
に、容器９は、気密状態で密閉可能である必要がある。これは、上述したように、ガスケ
ット２１により、二つのエレメント４ａ、９を互いにねじ込むことにより行われる。これ
に代わり、例えばバヨネットソケット、（片側にヒンジを備える、または上部容器４ａの
完全な取り外しのために両側にヒンジを備える）スナップイン閉鎖、またはその他の接続
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技術等の接続技術が提供されてもよい。泡立てプロセスに必要な開始圧が達成された場合
にのみ（ここでは、例えば１バール）、ライザ管１０、５と、排出部３とを通じる蒸気Ｄ
の経路が、圧力によって生じた昇降エレメント１１またはミルク泡立て装置の上昇により
、開放される。
【００５０】
　ここで、吸気圧の発生に用いられる上述した昇降エレメント１１は、様々な方法で達成
可能である。単純に手動で動作可能であり、例えば手動でロックされ解除され得る昇降エ
レメントは、半自動または全自動昇降装置として考えられる。半自動上昇装置１１におい
ては、例えば、金具の手動操作（密閉）が可能であり、後の金具の解除は、例えば所定の
時間後に（単純な時間依存性開放）、（所定のスプリング力、または、スナップインエレ
メント等を介した）所定の圧力の場合に、または、（例えば、バイメタルスナップ板また
はバイメタルを用いて）温度に起因して、自動的に行われてもよい。
【００５１】
　ここで、蒸気の経路は、最小高圧到達後に、できる限り速やかに、すなわち、注目すべ
き時間遅れなく、開放される（開放圧制御2/2バルブの原理）。この機能の実施は、ミル
ク泡立て装置を昇降エレメントとして形成することにより行われ、この昇降エレメント１
１は、下端位置において、ライザ管１０、５が、ベンチュリーノズル６の内部または泡立
てチャンバー１に対して密閉される固定位置となる。最小高圧を超えた後、昇降エレメン
ト１１は、圧力を受けて、上端位置に押し上げられ、こうして金具が解除され、蒸気Ｄが
ベンチュリーノズル６を通過し、泡立てプロセスが開始される。この目的のために、さら
に、昇降エレメント１１を押し上げた後に吸引部２を介して吸引プロセスを開始する、ス
イッチが提供されてもよい。
【００５２】
　続いて、本発明によるミルク泡立て装置、及び／または、そのような装置を有する本発
明によるライザ管装置のさらなる実施形態を説明する。これらは、基本的に図１及び図２
に示すように構成されているため、差異のみを以下に説明する。
【００５３】
　図３は、本発明のさらなるライザ管装置１４を示し、そのミルク泡立て装置１、２、３
、６、７は、ここでは、ライザ管部位５、１０の上端１０ｏに配置され、取り外し可能に
固定される、昇降エレメント１１の形態と同様に構成される。
【００５４】
　図２に示すケースとは対照的に、ライザ管装置１４は、液体容器９にねじ込まれる上部
容器４ａを含まない。その代わり、内部ねじ部を備えた中空孔の形態の注入連結管２２が
、液体容器９の上面に構成される。ライザ管部位１０の下端１０ｕは、対応する外部ねじ
部を有し、それを用いて、この下端１０ｕが、注入連結管２２の中空孔を介して容器９に
水Ｆを注入した後に、注入連結管２２にねじ込み可能である。上述した金具は、ライザ管
部位１０の上端１０ｏに形成され（不図示）、ここでも、下端１０ｕを注入連結管２２内
にねじ込んだ後に、まず、液体容器９の気密性が生じる。上述した最小高圧を超えた後、
ミルク泡立て装置または昇降装置１１の上昇が、ライザ管部位１０の上端１０ｏで行われ
、供給部位５またはライザ管１０と、泡立てチャンバー１と、排出部３とを介した液体蒸
気Ｄの貫流と、吸引部２を介したミルクＭの吸引とが行われ得る。ここで、ミルクＭは、
液体容器９の上面に配置された外部容器（カップ４ｂ）から吸引される。吸引部２と排出
部３の下端は、ミルクＭまたはミルクの泡ＭＳの、容器４ｂからの多数の吸引と、容器へ
の多数の排出のための、上述した循環が生じるように、配置され、構成される。
【００５５】
　図３は、容器４の変更による、図２に対して説明した原理の変更を示す。図２で構成さ
れる上部容器４ａは、ここでは、独立容器４ｂ（グラス、カップ、中間輸送のための容器
等）に置き換えられている。従って、密閉エレメント２１を備えた連結ねじ部２０は、こ
こでは不要である。その代わり、ライザ管１０、５に結合される注入連結管２２が、注入
用に備えられている。ここでは、液体容器９への連結は、ねじが設けられた連結部品を介
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して行われる。これに代わり、注入連結管２２が、液体容器９上または圧力体上に単独で
、すなわち、ライザ管１０、５から分離して配置されてもよい。
【００５６】
　このバリエーションは、再注入プロセスが省略できる、すなわち、泡立てられたミルク
と泡の混合体ＭＳが、消費のために備えられた容器４ｂに直接注入可能である、という利
点を有する。また、本発明による循環機能を生じるための部品の数が低減され、従って、
部品コストが低減される。さらに、この組み合わせでは、ミルク泡立て装置を備えたライ
ザ管は、手作業で、または食器洗浄機で、簡単に洗浄可能である。
【００５７】
　図４は、コーヒーを提供する市販のライザ管装置に接続するアダプター１２としての本
発明によるミルク泡立て装置の構成を示す。この市販のライザ管装置１３は、下部または
液体容器９と、この下部９に気密状態２１でねじ込み可能な上部２６（回収容器）とを含
む。このアダプター１２（後述）を市販のライザ管装置１３と繋いで使用する場合、ライ
ザ管装置のコーヒーパウダーの挿入は、単純に省略される。
【００５８】
　本発明によるアダプター１２は、一端に取り付けエレメント２３が構成される管部位２
４を有する。この取り付けエレメント２３を用いて、アダプター１２またはその管部位２
４の一端が、上部ライザ管部位１０の上部出口１０ｏ（上部２６に通じ、これにより、通
常、暖かいコーヒーが、この上部２６の回収チャンバーに導かれる）に、確実に取り付け
られ得る。確実な取り付け後、ライザ管部位１０及び管部位２４は、気密性の接続を成し
、これを通じた、熱源Ｈによる容器９での液体Ｆの加熱後に、液体蒸気Ｄが押し上げられ
る。
【００５９】
　取り付けエレメント２３とは反対にある端部では、管部位２４は、手動で開放可能なバ
ルブ２５を有する。これに代わり、例えば１バールの所定の最小高圧に達した際に自動で
開放可能なバルブ２５が備えられてもよい。
【００６０】
　ここで、管部位２４は、ミルク泡立て装置の導入部を形成し、これにより、水蒸気Ｄが
ベンチュリーノズル６の泡立てチャンバー１内に、または、ベンチュリーノズル６の断面
先細り部分７内に流入可能である。
【００６１】
　バルブ２５が手動で開かれると、液体蒸気Ｄが、ライザ管１０、取り付けエレメント２
３、管部位２４、およびバルブ２５を介して、泡立てチャンバー１に流入し、ベンチュリ
ーの原理に従って、独立容器４から（吸引部２を介して）ミルクＭを取り込む。ミルクは
、上述したように、泡立てチャンバー１において泡立てられ、得られたミルクと泡の混合
体ＭＳが、排出部３を介して、同じ容器４に排出される。
【００６２】
　本発明によるアダプター１２（エレメント１、２、３、６、７、２３、２４及び２５を
含む）は、例えば、適切な長さの管２４と、エレメント１、２、３、６、７及び２５をま
とめる適切な収容装置（ここでは不図示）とにより構成され、上部２６の上面に配置され
る外部容器４の中でミルク／ミルクの泡の循環が発生可能であるように配置されてもよい
。
【００６３】
　図４は、市販のライザ管装置または市販のエスプレッソメーカー用のアダプター１２の
形態の、本発明によるミルク泡立て装置を示す。ここで、アダプター１２は、取り付け装
置２３により、基本装置またはエスプレッソメーカー９、２６に気密状態で接続される。
ここで、コーヒーパウダー挿入部（水Ｆのタンクに突出する、下方のライザ管部位）は、
取り付けられていない。加熱Ｈと続く圧力の増加で、蒸気圧Ｄがバルブ２５にかかる。こ
のバルブが手動で開かれると、蒸気はミルク泡立て装置を通じて流れ、カップ４にあるミ
ルクＭを泡立て、これに応じてミルクと泡の混合体ＭＳを作る。
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【００６４】
　この実施形態は、特に、付加装置（アダプター）を用いることで、既存のエスプレッソ
メーカーによってもミルクの泡を生じることができる、という利点を有する。
【００６５】
　図５は、図４に示す原理の変更を示し、アダプター１２は、例えば市販のライザ管装置
１３の隣に配置される独立容器４上に配置するための、移動可能なアダプターとして構成
されている。
【００６６】
　この目的のために、管部位２４が、ミルク泡立て装置１、２、３、６、７、２５が容器
４（例えば飲料用カップ）上に直接配置可能であるように、延設されている。管部位２４
の延設に基づいて、多数の飲料用カップ４が隣接して並べられ、同時にミルクを供給する
ことも可能である（例えば50cmの十分な管の長さを仮定）。ミルク泡立て装置のハウジン
グユニット（不図示）が適切に構成されている場合、即ち、使用される個々の容器からミ
ルクまたはミルクの泡を噴出することなく、個々の外部容器上へミルク泡立て装置を連続
して迅速に配置可能である場合（これは、例えば、ハウジングの下端の、形状が容器４の
上端に適用される平らな構造によって、実施可能である）、多数の外部容器４での同時の
泡立てが実施可能である。
【００６７】
　泡立てプロセスの開始及び停止は、上述したハウジングに形成され、手動で操作される
スイッチにより、それぞれ実施可能である。これに変わり、ハウジングを容器４上に配置
することにより自動的に開き、ハウジングをこの容器から上昇させることで再び閉じる、
押しボタンスイッチを設けてもよい。
【００６８】
　さらに、図６は、ミルク泡立て装置が図４及び図５に示すようなアダプターとして同様
に構成される、さらなる実施形態を示し（このため、図４及び図５との差異のみが以降に
説明される）、このアダプター１５は、連結エレメント２７を介する管部位２４で、電気
式コーヒーメーカー１７（半自動コーヒーメーカー）のスチームノズル１６に連結するよ
うに構成されている。図５を参照して説明したように、例えば60cmの、適切な管２４の長
さにより、多数の外部容器４（グラスまたはカップ）の準同時操作が可能である。
【００６９】
　また、コーヒーメーカー１６は、ここでは、制御ライン８ａを介して、バルブ２５と、
ミルク泡立て装置のハウジング（不図示）上に配置される光学センサー（不図示）とに接
続される、電子制御装置８を有する。センサーの使用により、外部容器４内のミルクＭの
注入量は、光学的な方法により測定可能であり、電子制御装置８に伝達され得る。従って
、接続８ａは、双方向である。
【００７０】
　個々の容器４における伝達された液面から、電子制御装置８は、個々の容器４における
ミルクの泡立ての時間間隔を自動的に計算する。これによって、時間間隔は、容器４にお
いて個々に存在するミルク量により、直線的に増加するように制御可能である。しかしな
がら、異なる制御動作が、設定されてもよい。例えば、電子制御装置８のメモリに記録さ
れるルックアップテーブルの形態の相関を用いて、容器４に存在するミルク量Ｍに応じて
所定の泡立て程度が達成されるように、時間間隔が制御されてもよい。
【００７１】
　図６において、市販のエスプレッソメーカーは蒸気源Ｄとして使用されておらず、外食
産業で知られる半自動フィルター装置の形態の電気式コーヒーメーカーが使用されている
。そのような装置は、ミルクを泡立てるためのスチームノズル１６を有し、これを用いて
、蒸気が装置から排出され、この蒸気を導入することにより、独立容器においてミルクの
泡立てが可能である。本発明によるミルクの泡立て装置は、連結エレメント２７を用いて
、このスチームノズル１６に接続される。
【００７２】
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　本発明によるミルク泡立て装置を用いることにより、ミルクの泡の提供が、上述した半
自動装置の場合においても、簡易化及び合理化可能となり、正確な一人分の泡の量も達成
可能となる。
【００７３】
　図７は、本発明による自動コーヒーメーカーの一部を示し、そのミルク泡立て装置は、
既に説明したベンチュリーノズルの原理に基づいて構成されている。前述の実施形態に対
応するこの装置のコンポーネントは、同じ参照番号を付され、差異のみが以降に説明され
る。
【００７４】
　図示された全自動コーヒーメーカーのハウジングＧにおいて、モーター７１と、モータ
ーにより動かされる空気ポンプ７３とを含む、圧縮空気源が、空気供給のための管７６で
空気Ｌを導くために構成される。ポンプ７３（バルブとしても動作する）は、単純なＴ字
型の管部７５を介して、蒸気供給管７７に開口する。この開口の上流には、まず、熱い蒸
気Ｄを生じるための蒸気生成部７０（ボイラー）が、蒸気供給管７７に設けられている（
流れ方向で観察）。ボイラー７０の下流には、制御可能な遮断バルブ（バルブ７４）が、
管７６が管７７に開口する手前の管７７に設けられている。空気供給管７６の蒸気供給管
７７への開口の下流の管部位は、導入部５として、すなわち、ここではベンチュリーノズ
ル６の吸気口として構成される。この導入部を介して、高圧の蒸気または蒸気と空気の混
合体Ｄ／Ｌが、ベンチュリーノズル６に供給される。混合体Ｄ／Ｌにおける蒸気と空気の
混合比は、バルブ７４及びポンプ７３の搬送力の制御を介して調整可能である。この目的
のために、バルブおよびポンプは、それらを駆動する不図示の電子制御装置（図６に示す
電子制御装置８に相当する）に接続される。
【００７５】
　泡立てチャンバー１（ここでは、ベンチュリーノズル６の断面先細り部分７として構成
される）の直ぐ下流には、温度センサー５０が、吸引部２（チャンバー１に向かって配向
される端部において）、すなわち、ベンチュリーノズル６の吸引管に配置されている。該
温度センサーは、ここでは、熱抵抗として構成され、不図示のデーターラインを介して、
電子制御装置（不図示）に同様に接続される。
【００７６】
　導入部５の管及び排出部３の管は、ここでは同一面上にあり、すなわち、同一の直線（
図７の破線）に沿って配置され、混合体Ｄ／Ｌが、減速することなく、排出部３に流入可
能である。
【００７７】
　ミルクＭまたはミルクと泡の混合体ＭＳの温度は、泡立てチャンバー１の直ぐ上流の温
度センサー５０により検出可能である。
【００７８】
　計測された温度に基づく、エレメント７３及び７４の適切な調整により、導入部５にお
ける蒸気Ｄ及び／または空気Ｌの量または供給速度（単位時間当たりの供給量）を変える
ことで、ベンチュリーノズルの流れ特性を、制御することができる。特に、センサー５０
で検出される温度の計測値に応じて、ベンチュリーノズルへの供給における蒸気と空気の
混合比Ｄ／Ｌも、変化させることができる。
【００７９】
　例えば、蒸気の供給と、従って、目標温度（好ましくは60から70℃の範囲）に達した際
のミルク／ミルクの泡の提供は、バルブ７４で停止可能である。空気の供給量または空気
の供給間隔は、所望の泡立ち結果を得るために、温度に応じて行われ得る。これにより、
絶対温度だけではなく、温度上昇の速度も、制御パラメータとして用いることができるが
、これは、蒸気の供給量がわかれば、ミルクの貯蔵量を推断できるからである。
【００８０】
　図示する実施形態では、空気供給管７６（エレメント７１及び７３を備える）は、省略
されてもよい。この場合、空気吸引部位１８（破線で表示）（例えば、ここでは単純な空
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気孔）を、吸引部２の端部に備えてもよく（図２に対する説明と同様）、その空気吸引部
位を介して、大気からの空気が、ベンチュリーの原理に従い、導入部５を介して流れる蒸
気Ｄにより、泡立てチャンバー１に向かって取り入れられる。
【００８１】
　また、温度センサー５０は、排出部３の上端または下端３ａの排出部内に配置されても
よい。
【００８２】
　互いに接続される（すなわち、泡立てチャンバー１に向かって配向される）、吸引部２
の端部と、排出部３の端部と、導入部５の端部は、ここでは、分岐管８０として構成され
る。分岐管８０は、ベンチュリーノズル６と、その断面先細り部分７を形成する。こうし
て、分岐管８０は、剛性のあるエレメントとして構成される。この分岐管８０に接続され
る吸引部２及び排出部３の部位（この部位は、容器４に浸され得る）は、柔軟性のある構
造を有している。これに代わり、分岐管８０が、柔軟性のある構造を有してもよく、該分
岐管に接続されるエレメント２、３及び５の部位は、剛性のある構造を有してもよい。
【００８３】
　先細り部分７の内部断面q3と、排出部３の内部断面q2の比は、ここでは、q3/ q2＝1/1.
5である。
【００８４】
　さらに、図７に示すように、本発明による自動コーヒーメーカーのベンチュリーノズル
６は、可変断面を有している。この目的のために、吸引管２の壁に、孔が設けられ、伸縮
式の機械式ピストン８１がその孔に配置されている。このピストン８１は、制御ライン（
不図示）を介して、電子制御装置に接続されている。この電子制御装置により、制御ライ
ンを介して、吸引管２の内部に向かって配向されるピストン端部の伸張及び格納が可能で
ある。ピストン８１のこの端部の伸張により、吸引部２の自由内部断面は、ベンチュリー
ノズルの先細り部分７の領域で低減され、このピストン端部を引くことにより、内部直径
は再び増加する。ピストン端部を吸引管２の内部に格納することにより、吸引されるミル
クＭまたはミルクの泡ＭＳは、低減可能である。
【００８５】
　吸引管２がより細く作られると、単位時間当たりに吸引されるミルクは減り、その結果
、相対的に多い空気が混入される。このことは、より大きな泡をもたらし、ミルと泡の混
合体の組成が変わる。動的特性を低減することに因り、容器内での混合が減る。
【００８６】
　これに対して（ピストン８１の伸張による）、先細り部分７の内部断面q3が、吸引管２
の断面に対して“低減される”と、単位時間当たりの蒸気／空気が（吸引されるミルクに
比べて）減る。この場合、吸引低圧は低減され、加熱がより長く続く。その結果、ミルク
において、空気がより良好に乳化され得る。
【００８７】
　これに代わり、先細り部分７自体が可変断面を有するように、先細り部分７の領域にピ
ストン８１を構成することも、もちろん可能である。さらなる代替は、柔軟性のある管（
エレメント２、３及び／または５）の可変絞りにより、断面比または断面の一つを変える
ことである。
【００８８】
　上述した実施形態により、本発明によるミルク泡立て装置の以下の利点が、明らかにな
る。
－多数のデザイン及び機能のバリエーションにおける、ミルクの急速な過熱及び泡立ての
ための、簡単で信頼性のある構造的原理、
－本発明によるミルク泡立て装置を一体化する新しくデザインされたライザ管装置として
の、既存のエスプレッソメーカー、半自動コーヒーメーカー、及び全自動コーヒーメーカ
ーに対するアダプター解決法が可能、
－個々のエレメントの最適な形状により、液体のオーバーフローの防止が容易に可能、
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－従来技術と比べて、より高い温度のミルクＭ／ミルクと泡の混合体ＭＳが達成可能であ
ると、ミルクと泡の混合体の再現性により、ミルク／コーヒー混合飲料の場合におけるよ
り高い識別性と、良好な外見とが達成可能、
－図７及び図８に示すバリエーションに基づいて、ベンチュリーノズルの吸引部２と排出
部３の非常に柔軟性のある旋回性機構を得ることができ、一方では、エレメント２及び３
が、柔軟性のある構造を有する、すなわち、柔軟性のあるシリコン管であってもよい。こ
れにより、導入部５及び分岐管８０が、全自動コーヒーメーカーまたは半自動コーヒーメ
ーカーのハウジングに、確実に配置可能である。しかしながら、このことは、柔軟性のあ
るようにデザインされた分岐管を介して成されてもよく、その結果、吸引管とベンチュリ
ーノズルの排出部は、自由に旋回可能なベアリングが、エレメント２、３及び５の間に構
成されるのと同様に、容易に移動可能である。従って、ミルク泡立て装置の吸引部及び排
出部の複雑な（例えば、ボールとソケットジョイントとに基づく）機械的ベアリングの回
避が可能である。分岐管を移動することで、図７に示すミルク泡立て装置は、さらに、簡
単に、迅速に、及び完全に、洗浄可能である。
 

【図１】

【図２】

【図３】
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